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産
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利
用
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つ
い
て
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公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律案（仮称）の概要

森林の適切な整備及び保全の重要性にかんがみ、公共建築物等における
木材の利用を促進するための措置を構ずる

法　案　の　概　要

公共建築物等における木材利用促進のための
統一的な指針の策定

国等が整備する公共建築物等における
木材利用についての基本的な方針を明らかにする

官公庁や学校などのうち、一定の基準を

公共建築物等の建築に用いる木材を
供給するための体制を整備

期待される効果

・公共建築物等における木材利用の拡大

・民間建築物における木材利用を促す波及的な効果

林業・木材産業の活性化と森林の適正な整備・保全の推進

満たすものについて、率先して木造化を図る

　
一
　
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の

制
度
的
枠
組
の
構
築

　
二
　
地
域
材
を
利
用
し
た
住
宅
建
築
推
進
と
そ
の
担
い
手
の

育
成
対
策

　
三
　
林
地
残
材
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
利
用
促
進
対

策
、
多
様
な
分
野
で
の
木
材
利
用
技
術
開
発
促
進
対
策
等

　
四
　
生
産
性
の
高
い
林
業
の
確
立
と
木
材
の
安
定
的
な
供
給

体
制
の
構
築
の
た
め
の
森
林
境
界
整
備
、
指
導
者
の
育
成
等
施

業
集
約
化
対
策
や
路
網
整
備
対
策

　
五
　
地
域
再
生
に
つ
な
が
る
コ
ス
ト
低
減
等
効
率
的
な
加
工
・

流
通
体
制
の
構
築
、
国
産
材
へ
の
原
料
転
換
の
対
策

林
業
関
係
団
体
と
と
も
に
行
動

　
全
木
連
は
、
一
月
二
十
六
日
、
日
本

林
業
協
会
ほ
か
中
央
林
業
団
体
と
と
も

に
、
民
主
党
副
幹
事
長
一
川
保
夫
参
議

院
議
員
に
、
国
産
材
利
用
推
進
に
つ
い

て
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
こ
れ
は
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て

「
公
共
建
築
物
な
ど
に
お
け
る
木
材
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
」
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
時
期
を
と
ら
え
て

の
こ
と
。

　
政
府
に
お
い
て
「
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
が
作
成
さ
れ
、
業
界
と
し
て

も
努
力
の
下
地
が
整
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
木
材
需
要
の
激
減
な
ど
、

あ
ま
り
に
も
厳
し
い
状
況
の
中
で
諸
施

策
の
早
期
実
現
を
求
め
た
も
の
。

2月25日（木曜日）
（第623号）（毎月25日発行）
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国
土
交
通
省
が
と
り
ま
と
め

　
国
土
交
通
省
は
、
一
月
二
十
二
日
、

建
築
確
認
審
査
の
迅
速
化
な
ど
を
は
か

る
こ
と
を
狙
い
に
、
建
築
確
認
手
続
き

等
の
運
用
改
善
の
方
針
を
と
り
ま
と
め
、

公
表
し
た
。
こ
の
中
で
、「
小
規
模
な
木

造
戸
建
て
住
宅
等
（
四
号
建
築
物
）
に

係
る
確
認
・
検
査
の
特
例
に
つ
い
て
、

当
分
の
間
継
続
す
る
。」と
さ
れ
た
。
ま

た
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
、
関
係
告

示
等
の
改
正
は
三
月
末
目
途
に
公
布
を

行
い
、
六
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
全
文
は
次
の
と
お
り
。

　
確
認
申
請
図
書
の
補
正
の
対
象
は
、

軽
微
な
不
備
（
誤
記
、
記
載
漏
れ
等
）

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
不
備
（
申

請
者
等
が
記
載
し
よ
う
と
し
た
事
項
が

合
理
的
に
推
測
さ
れ
る
も
の
）
と
す
る
。

ま
た
、
補
正
に
あ
た
っ
て
は
、
適
合
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
で
き
な
い
旨
の
通

知
書
の
交
付
や
確
認
審
査
報
告
書
の
特

定
行
政
庁
へ
の
報
告
を
不
要
と
す
る
。

　
２
、
確
認
審
査
と
構
造
計
算
適
合
性

判
定
審
査
の
並
行
審
査
を
可
能
と
す
る

見
直
し
（
告
示
改
正
）

　
構
造
に
係
る
確
認
審
査
後
に
構
造
計

算
適
合
性
判
定
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
当
該
確
認
審
査
を
終
え
る

前
に
お
い
て
も
、
構
造
計
算
適
合
性
判

定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
３
、
確
認
審
査
等
の
報
告
に
係
る
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
告
示
の
簡
素
化
（
告
示

改
正
）

　
指
定
確
認
検
査
機
関
が
確
認
済
証
等

を
交
付
し
た
後
に
特
定
行
政
庁
へ
提
出

す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
大
幅
に
簡
素

化
す
る
（
項
目
を
約
九
割
減
と
す
る
）。

　
４
、「
軽
微
な
変
更
」
の
対
象
の
拡
大

（
規
則
改
正
・
技
術
的
助
言
等
）

　
計
画
の
変
更
に
係
る
確
認
を
要
し
な

い
「
軽
微
な
変
更
」
の
対
象
は
、
安
全

上
の
危
険
の
度
等
が
高
く
な
ら
な
い
一

定
の
変
更
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
こ
と

が
明
ら
か
な
一
定
の
変
更
と
す
る
。

　
ま
た
、「
軽
微
な
変
更
」
の
適
用
可
能

な
具
体
事
例
を
提
示
し
、
運
用
の
徹
底

を
図
る
。

　
５
、
大
臣
認
定
変
更
手
続
き
の
迅
速
化

　
超
高
層
建
築
物
等
の
構
造
計
算
や
避

難
安
全
検
証
法
等
に
係
る
大
臣
認
定
の

変
更
手
続
き
に
つ
い
て
、迅
速
化
を
図
る
。

　
６
、
審
査
期
間
短
縮
及
び
審
査
バ
ラ

ツ
キ
の
是
正
（
技
術
的
助
言
等
）

　
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
対
象
物
件

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
審
査
期
間
（
約

七
十
日
＊
）
の
半
減
を
目
指
し
、
審
査

期
間
短
縮
に
係
る
目
標
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
取
組
方
針
及
び
公
表
の
方
法

を
「
建
築
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

（
仮
称
）の
策
定
指
針
と
し
て
発
出
す
る
。

　
ま
た
、
各
機
関
に
苦
情
窓
口
の
設
置

と
そ
れ
を
通
じ
た
審
査
の
バ
ラ
ツ
キ
把

握
及
び
審
査
員
へ
の
指
導
等
の
取
組
み

を
要
請
す
る
。

　
＊
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
平
成
二
十

一
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
確
認
済

証
交
付
ま
で
に
要
し
た
実
日
数
の
平
均

〈
申
請
図
書
の
簡
素
化
関
係
〉

　
１
、
構
造
計
算
概
要
書
の
廃
止
（
規

則
、
告
示
改
正
）

　
確
認
申
請
図
書
の
う
ち
、
構
造
計
算

概
要
書
を
廃
止
す
る
。

　
２
、
建
築
設
備
に
係
る
確
認
申
請
図

書
の
簡
素
化
（
規
則
、
告
示
改
正
等
）

　
　
非
常
用
照
明
装
置
に
係
る
技
術
的

（１）
基
準
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
非

常
用
照
明
装
置
の
構
造
詳
細
図
を
提
出

不
要
と
す
る
。

　
　
水
洗
便
所
の
構
造
詳
細
図
を
提
出

（２）
不
要
と
す
る
。

　
　
排
水
の
た
め
の
配
管
設
備
に
係
る

（３）
技
術
的
基
準
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
排
水
ト
ラ
ッ
プ
の
構
造
に
係
る
構

造
詳
細
図
を
提
出
不
要
と
す
る
な
ど
、

配
管
設
備
に
係
る
図
書
の
簡
素
化
を
行
う
。

　
　
換
気
設
備
の
構
造
詳
細
図
を
簡
素

（４）
化
す
る
。

　
３
、
建
築
材
料
・
防
火
設
備
等
に
係

る
大
臣
認
定
書
の
省
略
（
技
術
的
助
言
等
）

　
建
築
材
料
（
防
火
材
料
、
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
建
材
）、防
耐
火
構
造
、
防
火
設
備
、

区
画
貫
通
の
管
及
び
遮
音
構
造
に
つ
い

て
大
臣
認
定
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
登
録
を

義
務
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
査
側
が

大
臣
認
定
書
を
参
照
で
き
る
環
境
を
整

備
し
、
確
認
申
請
に
お
け
る
大
臣
認
定

書
の
写
し
の
添
付
の
省
略
を
技
術
的
助

言
等
に
よ
り
徹
底
す
る
。

〈
厳
罰
化
関
係
〉

　
１
、
違
反
設
計
等
へ
の
処
分
の
徹
底

　
「
建
築
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

（
仮
称
）
の
策
定
指
針
に
、
中
間
・
完

了
検
査
の
徹
底
、
違
反
建
築
物
対
策
の

推
進
を
盛
込
み
、
違
反
設
計
等
へ
の
処

分
を
徹
底
す
る
。

　
２
、
広
範
な
サ
ン
プ
ル
調
査
を
実
施

　
違
反
建
築
物
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

広
範
な
サ
ン
プ
ル
調
査
を
実
施
す
る
。

〈
そ
の
他
関
係
〉

　
１
、
小
規
模
な
木
造
戸
建
て
住
宅
等

（
４
号
建
築
物
）
に
係
る
確
認
・
検
査

の
特
例
に
つ
い
て
、当
分
の
間
継
続
す
る
。

　
２
、
既
存
不
適
格
建
築
物
の
増
改
築

に
係
る
特
例
の
見
直
し
（
平
成
二
十
一

年
国
土
交
通
省
告
示
第
２
０
７
２
号
等
）

に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
３
、
住
宅
性
能
評
価
及
び
長
期
優
良

住
宅
の
認
定
に
つ
い
て
も
申
請
図
書
の

簡
素
化
を
図
る
。（
規
則
、告
示
改
正
等
）

４
号
特
例
は
当
分
の
間
継
続

「
建
築
確
認
手
続
き
等
の
運
用
改
善
の
方
針
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
◇

建
築
確
認
手
続
き
等
の
運
用
改
善
の
方

針
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日

国
土
交
通
省
　
住
宅
局
建
築
指
導
課

Ⅰ
、
経
緯

　
建
築
確
認
審
査
の
迅
速
化
、
申
請
図

書
の
簡
素
化
、
厳
罰
化
の
観
点
か
ら
、

制
度
の
見
直
し
の
検
討
を
行
う
た
め
、

実
務
者
や
関
係
団
体
か
ら
幅
広
く
意
見

聴
取
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
以
下
の
と
お
り
建
築
確
認
手
続

き
等
の
運
用
改
善
の
方
針
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。
建
築
基
準
法
施
行
規
則
及

び
関
係
告
示
等
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

三
月
末
目
途
に
公
布
を
行
い
、
六
月
に

施
行
す
る
予
定
で
す
。

Ⅱ
、
運
用
改
善
案
の
概
要

〈
確
認
審
査
の
迅
速
化
関
係
〉

　
１
、
確
認
申
請
図
書
の
補
正
の
対
象

の
拡
大
等
（
告
示
改
正
）
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全
木
連
外
材
委
員
会
を
開
催

国
産
材
委
員
会
を
開
催

前
年
比
２
７
・
９
％
減

平
成
　　
年
の
新
設
住
宅
着
工
数
は

２１

　
　
　
７
８
万
８
、４
１
０
戸

Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
認
定
・
全
木
検

▼
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
七
日
付

今
井
木
材
㈱
周
東
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

（
山
口
県
岩
国
市
）
＝
全
数
検
査
・
構

造
用
製
材
、
造
作
用
製
材
、
下
地
用
製

材
、
広
葉
樹
製
材

　
平
成
二
十
一
年
の
新
設
住
宅
着
工
数

は
七
十
八
万
八
千
四
百
十
戸
。
前
年
比

二
十
七
・
九
％
減
と
な
り
、
二
年
ぶ
り

の
減
少
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
に

百
万
戸
台
を
記
録
し
て
以
降
、
百
万
戸

を
割
る
の
は
初
。

　
新
設
住
宅
着
工
床
面
積
は
、
六
千
八

百
三
十
二
万
四
千
㎡
、
前
年
比
二
十
四

・
七
％
減
と
な
っ
た
。

　
利
用
関
係
別
で
は
、
持
家
は
、
二
十

八
万
四
千
六
百
三
十
一
戸
（
前
年
比
一

〇
・
六
％
減
）、貸
家
は
三
十
二
万
千
四

百
六
十
九
戸
（
前
年
比
三
〇
・
八
％
減
）、

分
譲
住
宅
は
、
十
六
万
八
千
八
百
三
十

七
戸
（
前
年
比
四
十
三
・
七
％
減
）
と

な
っ
た
。
貸
家
と
分
譲
住
宅
の
減
少
が

大
き
い
。

　
分
譲
住
宅
の
内
訳
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
七
万
六
千
六
百
七
十
八
戸
（
前
年
比

五
十
八
・
〇
％
減
）、一
戸
建
住
宅
が
九

万
千
二
百
五
十
五
戸
（
前
年
比
二
十
一

・
二
％
減
）
で
あ
っ
た
。

　
木
造
住
宅
は
、
四
十
三
万
百
二
十
一

戸
（
前
年
比
十
六
・
八
％
減
）。ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
は
九
万
千
三
百
九
十
四
戸

（
前
年
比
十
五
・
一
％
減
）。

新　設　住　宅

戸　　　数　（戸） 床　面　積　（千k）

新設住宅計

利
用
関
係
別

資
　金
　別

構
　造
　別

20年 21年

持 家

貸 家

給与住宅

分譲住宅

民間資金

公的資金

木 造

非 木 造

構成比 20年

1,093,485

318,508

464,763

10,136

300,078

984,392

109,093

516,868

576,617

788,410

284,631

321,469

13,473

168,837

690,058

98,352

430,121

358,289

前年比 21年 構成比前年比

－27.9

－10.6

－30.8

　32.9

－43.7

－29.9

－　9.8

－16.8

－37.9

100.0

36.1

40.8

1.7

21.4

87.5

12.5

54.6

45.4

90,768

41,562

20,942

649

27,615

81,355

9,413

51,449

39,319

68,324

36,376

15,261

763

15,924

60,023

8,301

43,591

24,733

－24.7

－12.5

－27.1

17.6

－42.3

－26.2

－11.8

－15.3

－37.1

100.0

53.2

22.3

1.1

23.3

87.9

12.1

63.8

36.2

　
全
木
連
は
、
一
月
十
九
日
に
外
材
委

員
会
を
開
催
し
、
外
材
を
め
ぐ
る
状
況

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。
需

要
減
が
続
く
中
、
安
定
供
給
や
需
要
の
拡

大
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
開
催
で
あ
っ
た
。

　
開
会
に
次
い
で
、
全
木
連
尾
薗
副
会

長
よ
り
全
体
的
な
概
況
解
説
と
と
も
に

政
治
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
全
木
連
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
政
策
要
望

活
動
と
な
り
、
本
日
の
意
見
を
全
木
連

の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶

し
た
。

　
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
の
赤
木
木

材
貿
易
対
策
室
長
よ
り
、
挨
拶
を
兼
ね
、

全
般
的
な
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の

中
で
、
昨
年
は
特
に
外
材
の
落
ち
込
み

が
大
き
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
材
の
関
税
は

据
置
と
な
っ
た
が
、
材
は
出
て
こ
な
い
。

中
国
経
済
の
発
展
を
見
越
し
た
木
材
の

需
給
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を
出
し
た
。
木
材

の
ト
ー
タ
ル
活
用
に
よ
り
収
益
を
上
げ
て

い
く
、
内
外
材
の
区
別
な
く
需
要
の
パ
イ

を
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　
こ
の
後
、
各
委
員
よ
り
各
地
域
の
情

勢
報
告
が
あ
り
、
一
部
を
除
い
て
、
全

般
に
縮
小
傾
向
で
進
ん
で
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
都
市
部
で
は
、

住
宅
以
外
の
需
要
分
野
へ
の
対
応
が
必

要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
自
由
討
議
で
は
、
国
産
材
、
外
材
の

別
な
く
、
木
材
利
用
の
た
め
の
対
応
が

ほ
し
い
。
木
材
港
の
利
用
実
態
が
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
専
用
港
と
し
て
の

維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ス
テ
ベ

の
廃
業
が
多
く
将
来
的
な
輸
入
に
不
安
。

住
宅
の
木
材
利
用
と
し
て
は
、
柱
は
１

０
５
で
な
く
１
２
０
に
す
る
運
動
を
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
委
員
会
に
つ

い
て
、
輸
入
協
会
な
ど
と
の
関
連
も
含

め
て
議
論
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
各
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
と
事

務
局
で
取
り
ま
と
め
終
了
し
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は
、
次
の
委
員
（
敬

称
略
）。小
高
茂
（
千
葉
・
真
下
県
木
連

専
務
代
理
出
席
）、高
田
庄
一
（
東
京
）、

江
口
達
郎
（
愛
知
）、野
村
昌
弘
（
兵
庫

・
田
中
兵
庫
県
木
連
専
務
代
理
出
席
）、

砂
田
和
之
（
愛
媛
）、内
田
幹
雄
（
大
分
）

　
全
木
連
は
、
一
月
二
十
二
日
国
産
材

委
員
会
を
開
催
し
、
国
産
材
の
需
給
動

向
の
現
状
と
問
題
点
、
今
後
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
開
会
に
つ
い
で
、
全
木
連
尾
薗
副
会

長
が
挨
拶
。
先
の
見
え
な
い
状
況
だ
が
、

昨
年
の
木
材
産
業
振
興
大
会
で
は
「
新

た
な
木
材
利
用
」
と
し
て
住
宅
以
外
の

分
野
へ
の
展
開
の
必
要
を
確
認
し
た
。

二
十
一
年
度
補
正
予
算
、
二
十
二
年
度

予
算
で
も
木
材
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
。

本
日
は
耳
に
痛
い
こ
と
も
含
め
て
意
見

を
伺
い
、
全
木
連
の
活
動
に
活
か
し
た

い
と
述
べ
た
。

　
次
い
で
、
林
野
庁
の
担
当
官
か
ら
、

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
概
要
、
公

共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
案
（
仮

称
）
の
概
要
、
平
成
二
十
一
年
度
第
二

次
林
野
庁
関
係
補
正
予
算
、
平
成
二
十

二
年
度
木
材
産
業
課
関
連
予
算
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　
次
い
で
、
各
委
員
よ
り
、
国
産
材
関

連
企
業
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
現
在
の
景
気
か
ら
取
扱

量
の
減
少
、
資
源
量
の
制
約
か
ら
ス
ギ

へ
の
転
換
の
問
題
、
ア
カ
ネ
カ
ミ
キ
リ

の
虫
害
の
問
題
、
各
地
域
ご
と
に
幅
広

い
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
材
価
の
低
迷

が
共
通
の
問
題
点
に
な
っ
て
い
る
。
山

元
価
格
の
維
持
が
川
上
・
川
下
に
と
っ

て
重
要
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は
次
の
委
員
（
敬
称

略
）
。
西
根
貞
光
（
北
海
道
）
、
齋
藤
渉

（
青
森
）、富
樫
秀
平
（
新
潟
）、杉
山
計

弘
（
岐
阜
）、野
地
洋
正
（
三
重
）、下
西

昭
昌
（
和
歌
山
・
高
井
和
歌
山
県
木
連

専
務
代
理
出
席
）、横
田
欽
一
郎
（
宮
崎
）、

西
垣
泰
幸
（
全
市
連
）、下
山
裕
司
（
素

生
協
）、岩
切
好
和
（
チ
ッ
プ
連
・
後
藤

専
務
代
理
出
席
）。
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い

平成22年2月25日（木曜日） （第623号）（第三種郵便物認可）

22年1月分集計表
モニター数108　　回答数65　　回収率60％

モニター数117　　回答数73　　回収率62％

増加15％（10）
増加22％（14）
上昇　2％（　1）
上昇　5％（　3）

増加34％（22）
増加29％（19）
上昇　3％（　2）
上昇　9％（　6）

強　含　み
16％（　9）
16％（　8）
13％（　7）
15％（　9）
20％（10）

増　　加
26％（16）

減少46％（30）
減少43％（28）
下降　8％（　5）
下降　5％（　3）

減少22％（14）
減少23％（15）
下降　8％（　5）
下降　5％（　3）

弱　含　み
　5％（　3）
　8％（　4）
13％（　7）
12％（　7）
　4％（　2）

減　　少
　2％（　1）

79％（44）
76％（38）
74％（40）
73％（44）
76％（38）

変わらず
72％（44）

変わらず39％（25）
変わらず35％（23）
変わらず90％（59）
変わらず90％（59）

変わらず44％（29）
変わらず48％（31）
変わらず89％（58）
変わらず86％（56）

変わらず28％（20）
変わらず36％（26）
変わらず76％（55）
変わらず65％（46）

変わらず51％（37）
変わらず52％（37）
変わらず88％（63）
変わらず71％（51）

増加19％（14）
増加17％（12）
上昇　3％（　2）
上昇28％（20）

増加25％（18）
増加26％（19）
上昇　8％（　6）
上昇22％（16）

強　含　み
33％（10）
39％（　9）
48％（12）
20％（12）

1ヵ月以内
92％（12）

保ち合い
64％（19）
57％（13）
48％（12）
54％（33）

1ヵ月
　8％（　1）

減少53％（38）
減少47％（34）
下降21％（15）
下降　7％（　5）

減少24％（17）
減少22％（16）
下降　4％（　3）
下降　7％（　5）

弱　含　み
　3％（　1）
　4％（　1）
　4％（　1）
26％（16）

1ヵ月以上
　0％（　0） 来場者でにぎわう会場

『
農
林
水
産
省
「
消
費
者
の
部
屋
」
で

ネ
ル
に
よ
る
我
が
国
の
違
法
伐
採
対
策

・
合
法
木
材
供
給
の
取
組
み
の
紹
介

（
特
に
、
業
界
団
体
認
定
に
よ
る
合
法

証
明
方
法
の
紹
介
）、合
法
木
材
製
品
の

展
示
、「
合
法
木
材
ナ
ビ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
紹
介
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
昼
休
み
の
来
場
者
が
多
く

な
る
時
間
帯
に
は
、
合
法
木
材
の
材
料

を
使
っ
た
簡
単
な
木
工
作
も
実
施
し
た
。

初
日
の
昼
休
み
に
は
、
郡
司
農
林
水
産

副
大
臣
も
会
場
を
訪
れ
展
示
さ
れ
た
合

法
木
材
製
品
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
会
期

中
５
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、

「
木
の
香
り
が
良
い
。
合
法
木
材
の
取

組
み
が
分
か
っ
た
。」と
好
評
で
あ
っ
た
。

-
　
G
o
h
o
　w
o
o
d
を
P
R
!
』

　
農
林
水
産
省
本
省
の
「
消
費
者
の
部

屋
」
で
特
別
展
示
「
G
o
h
o
　w
o
o

d
で
エ
コ
な
暮
ら
し
を
始
め
よ
う
U

」

が
開
催
さ
れ
、
二
月
一
日
　（　）月
か
ら
五
日

　（　）金
の
一
週
間
に
わ
た
り
、
合
法
木
材
の

取
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。「
消
費
者
の
部

屋
」
は
農
林
水
産
省
が
消
費
者
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
に
農

林
水
産
行
政
や
食
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
行
な
う
場
と
し
て
本
省

一
階
の
一
角
に
あ
る
。
全
木
連
は
、
こ

の
特
別
展
示
の
開
催
に
あ
た
り
企
画
・

運
営
を
行
な
っ
た
。
会
場
内
で
は
、
パ

-




